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2012年、世界で飛躍するアスリートたちがテレビで話題に！ 
 

株式会社エム・データ、 
～2012年、世界に飛躍するアスリート～ 

「女子サッカー・澤穂希、ＦＩＦＡ2011年間最優秀選手賞受賞」 
「プロ野球・ダルビッシュ有、ＭＬＢ・レンジャーズ移籍」 

「男子テニス・錦織圭、全豪オープン快進撃・ベスト８進出」 
のテレビの露出状況の比較を発表 

 国内テレビの放送内容を記述したメタデータを提供する株式会社エム・データ（所在地：東京都港区虎ノ門 1 - 1 6 - 1 6  虎ノ門一丁目

M Gビル 9 F、代表取締役社長：関根俊哉）が、 「 2 0 1 2年、世界に飛躍するアスリート～女子サッカー・澤穂希、 F I F A 2 0 1 1年最優秀

選手賞受賞、プロ野球・ダルビッシュ有、M L B ・レンジャーズへ移籍、男子テニス・錦織圭、全豪オープン快進撃・ベスト 8進出」のテレ

ビ露出状況を比較しました。  

 

 

 

■ＦＩＦＡ最優秀選手賞を受賞した女子サッカー・澤穂希選手 

 2 0 1 2年年明けのスポーツ界の大きな話題は、女子サッカー・澤選手の F I F A 2 0 1 1年最優秀選手賞受賞からはじまりました。 1月1 0

日（火）にF I F A最優秀選手賞を受賞した澤選手は、受賞報道当日の露出量が 5時間5 9分3 5秒（ 3 9番組）と最も高く、 1 0日（火）か

ら 1 6日（月）までの 7日間の同話題のテレビ露出量では、 1 0時間1 3分1 4秒（ 9 7番組）、広告価値換算に置き換えると、 9 6億2 5 5 7万

円の価値がありました。また、調査全期間内（ 2 0 1 2年1月2日（月）～1月2 9日（日） ）での総露出は、1 1時間0 6分5 4秒（ 1 2 7番組）、

広告価値換算では1 0 4億1 3 0 7万円の価値がありました。  

 

 

 

■レンジャーズ移籍が決まったプロ野球・ダルビッシュ有投手 

 澤選手の受賞報道が落ち着いた 1月1 8日（水）頃から、プロ野球・ダルビッシュ有投手のＭＬＢ・レンジャーズ移籍決定の報道が話題

になり、 1 9日（木）の移籍報道当日で、5時間5 4分5 8秒（ 4 2番組）と澤選手受賞報道当日に匹敵する露出量でした。ダルビッシュ選

手移籍報道当日の1 9日（木）から 2 5日（水）までの7日間では、移籍、現地での会見、札幌ドームでの退団会見等の内容で、 2 1時

間 2 1分5 3秒（ 1 8 4番組）、広告価値換算に置き換えると、 1 9 8億5 0 2 9万円の価値となり、露出期間は澤選手受賞報道より短いです

が、圧倒的な露出量をかぞえました。また、調査全期間内（ 2 0 1 2年1月2日（月）～1月2 9日（日） ）での総露出は、2 3時間2 1分0 5

秒 （ 2 5 6番組）、広告価値換算では2 1 6億7 3 2 1万円の価値がありました。  

 

 

 

■全豪オープン快進撃の男子テニス・錦織圭選手 

 ダルビッシュ投手の報道と並行して、今度は、男子テニス・錦織圭選手の全豪オープンでの快進撃の報道が話題になりました。 1月2 1

日（土）のベスト1 6進出、2 3日（月）、 2 4日（火）のベスト8進出、2 5日（水）のベスト 8敗退と報道内容は推移しますが、 2 4日（火）の

露出量である、3時間3分4 0秒（ 2 4番組）をピークとして、この 2 1日～2 7日の7日間では、1 0時間5 2分1 7秒（ 1 3 0番組）の露出量と

なり、広告価値換算に置き換えると、 9 5億9 2 5 8万円の価値となりました。また、調査全期間内（ 2 0 1 2年1月2日（月）～1月2 9日

（日） ）での総露出は、1 2時間4 7分3 7秒（ 1 8 8番組）、広告価値換算では1 1 5億1 5 6 8万円の価値がありました。  

「女子サッカー・澤穂希」「プロ野球・ダルビッシュ有」「男子テニス・錦織圭」のテレビ露出を比較 
プロ野球・ダルビッシュ有、ＭＬＢ・レンジャーズ移籍報道が報道当日から7日間で 

21時間21分53秒（184番組）の露出、広告価値換算では198億円5029万円で、澤と錦織をおさえトップ！ 

No.1 
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No.2 

5時間59分35秒（39番組） 
55億375万円 

5時間54分58秒（42番組） 
54億8868万円 

3時間03分40秒
（24番組） 

23億8213万円 

■ 澤選手・ＦＩＦＡ最優秀選手賞受賞 
■ 2012年1月10日（火） 

■ ダルビッシュ有投手・レンジャーズ移籍 
■ 2012年1月19日（木） 

■ 錦織圭選手・全豪オープンベスト8で敗退 
■ 2012年1月24（火） 

■「女子サッカー・澤穂希」「プロ野球・ダルビッシュ有」「男子テニス・錦織圭」の露出ピーク比較 

それぞれの露出量ピークでは、澤選手、ダルビッシュ投手
共に同様の露出量。 

11時間06分54秒（127番組） 
104億1307万円 

23時間21分05秒（256番組） 
216億7321万円 

12時間47分37秒（188番組） 
115億1568万円 

■ 澤選手・ＦＩＦＡ最優秀選手賞受賞 

■ ダルビッシュ有投手・レンジャーズ移籍 

■ 錦織圭選手・全豪オープンベスト8で敗退 

■「女子サッカー・澤穂希」「プロ野球・ダルビッシュ有」「男子テニス・錦織圭」の1月2日（月）～29日（日）での露出比較 

7日間の露出量と同様に、
ダルビッシュ投手が 
他２人の倍の差の露出量 

10時間13分14秒（97番組） 
96億2557万円 

21時間21分53秒（184番組） 
198億5029万円 

10時間52分17秒（130番組） 
95億9258万円 

■ 澤選手・ＦＩＦＡ最優秀選手賞受賞 

■ ダルビッシュ有投手・レンジャーズ移籍 

■ 錦織圭選手・全豪オープン快進撃 
■ ・ベスト8進出 

■「女子サッカー・澤穂希」「プロ野球・ダルビッシュ有」「男子テニス・錦織圭」の話題当日から7日間までの比較 

2012年1月10日（火）～16日（月）※7日間 

2012年1月19日（木）～25日（水）※7日間 

2012年1月21日（土）～27日（金）※7日間 

ダルビッシュ投手が他２人に 
倍以上の差をつけた露出量 
 
澤選手、錦織選手は同様の 
露出量をカウント 
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■「女子サッカー・澤穂希」「プロ野球・ダルビッシュ有」「男子テニス・錦織圭」のテレビ露出比較（日別推移） 

※上記グラフ内の露出時間、番組数、広告費換算数値は2012年1月2日～1月29日での当該内容露出量を元に算出しています。 

：澤穂希 

：ダルビッシュ有 

：錦織圭 

09日～：ＦＩＦＡ表彰式へ出発 
10日～：ＦＩＦＡ年間最優秀賞受賞 
10日～：スイスから帰国 
17日～：受賞トロフィーを一般公開 

02日～：レンジャーズ交渉権獲得 
05日～：ダルビッシュ視察から帰国 
13日～：レンジャーズ・ノーランライアン 
05日～：球団社長・契約合意に強い意欲 
18日～：レンジャーズと交渉期限迫る 
19日～：レンジャーズと契約合意 
21日～：レンジャーズ入団会見 
24日～：日ハム退団会見 

09日～：全豪オープンで日本男子初のシード入り 
17日～：全豪オープン・１回戦 
19日～：クルム伊達公子と混合ダブルスに出場へ 
05日～：全豪オープン・3回戦へ 
21日～：全豪オープン・ベスト１６へ 
23日～：全豪オープン・世界ランク6位ツォンガを 
23日～：破りベスト８へ 
25日～：全豪オープン・世界ランク4位のマレーに 
25日～：敗れベスト8で敗退 

■ 世界で飛躍するアスリートはテレビにおいて大きな話題に！ 

 

女子サッカー・澤選手、プロ野球・ダルビッシュ投手、男子テニス・錦織選手、それぞれの露出ピークにおける、 スポーツ報道全般の

露出時間量と比較すると、澤選手の露出ピークである 1月1 0日（火）のスポーツ報道全般の露出量は、8時間1 8分3 6秒であり、そ

のうち澤選手は  5時間5 9分3 5秒と全体の7 2％を占めます。またダルビッシュ投手の露出ピークである 1月1 9日（木）では、スポーツ

報道全般の露出量は、8時間1 5分0 1秒であり、そのうちダルビッシュ投手が、 5時間5 4分5 8秒と、こちらも全体の7 1％を占めていま

す。錦織選手の場合は、露出のピークが 1月2 4日（火）で、その日のスポーツ報道全般の露出量が、 7時間0 8分2 3秒であり、そのう

ち錦織選手は、3時間0 3分0 4秒と、澤選手、ダルビッシュ投手には及びませんが全体の4 2％と半数に迫る露出量でした。このことか

らも、それぞれが世界に飛躍するアスリートとして、大きな話題となっていることがうかがえます。  

2012年1月10日（火） 
スポーツ全般の総露出量 

8時間18分36秒 

澤選手・FIFA最優秀選手賞受賞 
5時間59分35秒 

その他 
2時間19分01秒 

72％ 

2012年1月19日（木） 
スポーツ全般の総露出量 

8時間15分01秒 

ダルビッシュ投手・レンジャー
ズ移籍 

5時間54分58秒 

その他 
2時間20分03秒 

71％ 錦織圭選手・全豪オープン 
ベスト8敗退 

3時間03分04秒 
その他 

4時間05分19秒 

2012年1月24日（火） 
スポーツ全般の総露出量 

7時間08分23秒 

42％ 



調査期間  ：  2 0 1 2年 1月 2日 （月 ） か ら 1月 2 9日 （日 ） に おいて、  

 

調査対象  ：  東京キー局（ N H K ・日本テレ ビ ・ T B S ・ フ ジテレ ビ ・ テレ ビ朝日・ テレ ビ東京）の ニ ュー ス ・報道 ・ワイドシ ョ ー番組  

 

調査方法  ：上記調査期間、調査対象から、  
 
「女子サッカー・澤穂希、ＦＩＦＡ2011年間最優秀選手賞受賞」、 
「プロ野球・ダルビッシュ有、ＭＬＢ・レンジャーズ移籍」、 
「男子テニス・錦織圭、全豪オープン快進撃・ベスト８進出」   に関する話題を集計  

 

【広告価値換算  算出方法】  

各放送局の系列ネッ トワーク局数をカウント し、 それぞれの１５秒ＣＭスポッ ト料金を元として、番組内での露出時間を掛け合わせて算出  

※ＮＨＫに関してはＮＮＮ系列３ ０局 + Ｃ Ｘ系列沖縄テレビ１局の計３１局で換算   （全てエム ・ デー タ調べ ）  

■株式会社エム・デ ータについて  

 株式会社エム ・ デー タは、日本で唯一、テレ ビ放送を独自に Ｔ Ｖ メ タデー タ として記録する、 2 0 0 6年に設立された調査会社です。  

主なサービスには、 テレ ビ ＣＭの全放映実績に関する月次レポート の 「 ＣＭデータ リ ポ ート 」 、朝夕の報道番組で取り上げた話題 を  

メールで配信する 「日刊Ｔ Ｖニ ュ ース速報 」、 お客様のご要望に応じて行う放送実績調査「 カス タム リサーチ 」 、詳細な全放送記録 を  

ま とめて提供する 「 デー タ配信サービ ス 」などがあ ります。   

  

 

 

■株式会社エム・ デ ータ概要  

社名：株式会社エム ・デー タ  （ M  D a t a  C O . , L T D ）  

本社 ：〒 1 0 5 - 0 0 0 1  東京都港区虎ノ門 1 - 1 6 - 1 6  虎 ノ門一丁目M Gビル 9 F   

T E L ： 0 3 - 3 5 1 9 - 7 0 6 0  

F A X ： 0 3 - 3 5 1 9 - 6 6 8 4  

U R L ： h t t p / / w w w . m d a t a . t v  

設立 ： 2 0 0 6年 1月 2 3日  

代表者：代表取締役社長  関根  俊哉  

 

 

 

■本件に関するお問合わせ  

 株式会社エム・データ  メディア調査部  

 〒〒 1 0 5 - 0 0 0 1  東京都港区虎ノ門 1 - 1 6 - 1 6  虎ノ門一丁目M Gビル 9 F  

 T E L ： 0 3 - 3 5 1 9 - 7 0 6 0  F A X ： 0 3 - 3 5 1 9 - 6 6 8 4  

 E - m a i l ： i n f o @ m d a t a . t v  

※株式会社エム ・ デ ー タ では 、東京 ・ 名古屋 ・大阪地区のテ レ ビ局 で放送 され た テ レ ビ 番組や テ レ ビ Ｃ Ｍ を 、 テ キ ス ト化 ・ デ ー タ ベ ー ス化し て 「 Ｔ Ｖ メ タ デ ー タ 」 を構築 し て い

ま す 。当社 の デー タ セ ン タ ー で は 、常時 ４ ０名前後の専属 リ サ ー チ ス タ ッ フ が 、 2 4 時間 3 6 5 日 「 い つ 」 「 ど こ で 」 「 何 が 」 「 ど の よ う に 」 「 何秒間 」 放送 され た か を 、当社 オ リ ジ ナ

ル の デ ー タ収集シス テ ム を使用 し デー タ の収集 を行な って お り ま す 。  

 新 し い メ デ ィ ア が台頭す る今日で も 、視聴者に対 し て多大な影響力を有す る のが テ レ ビ です 。 T V メ タ デ ー タ を利用すれば 、 そ んな テ レ ビ の放送内容を容易に確認す る こ

と が で き ま す 。 パ ブ リ シ テ ィ ー の検証 、映像の検索 、 E C で の利用な ど 、 T V  メ タ デ ー タ の利用範囲は さ ま ざ ま な シー ン に拡大 を続けて い ます 。 尚 、本調査には 、 こ の Ｔ Ｖ メ タ

デ ー タ を利用し様々な集計を行 っ て お り ま す 。  

◆ 調査に使用した「ＴＶメタデータ」とは？ 
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